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□

体温や体調に、（既往症ではなく）新たに以下のような異常が見ら

れた場合、受入れは行わない

いだるさ、息苦しさ、味覚・嗅覚の異常など

□
ちの旅参加基準を満たしているかチェックし、体調に異常が見られ

なことを確認する

□
客室にゴミ箱を設置しない※設置の場合は、ゴミ箱の中にビニール

袋等を入れて、ゴミに直接触れないように注意する
□

感染症対策のための持ち物：マスク・ゴミ袋・ティッシュ・手拭き

のハンカチ（宿泊の場合：入浴用のタオル）

□ 自分のマスクを用意する □ 可能であれば、消毒用アルコールを持参する

□ 洗面所の手拭きタオルを設置せず、ペーパータオルを設置する

□ 玄関に消毒用アルコール（濃度60～70%以上）を置く

□ トイレに消毒用アルコールを置く

□ 原則として、軍手やタオルの貸し出しは行わない

※
アルコール、フェイスシールドが手に入らない場合はご相談くださ

い。

□ ちの旅案内所で待ち合わせをする □ ちの旅案内所で体調確認と検温をする

□ 車で移動する際はマスクを着用し、窓を開けて換気を行う □ 送迎中、必ずマスクを着用する

□ 家に入る前に、手指消毒を行う

□ お客様と同室で過ごしているときにはマスクを着用する □ 客室内を除き、共有スペースでは必ずマスクを着用

□ 対人距離の確保を実施する（１m以上、可能であれば2m） □ 対人距離の確保を実施する（１m以上、可能であれば2m）

□ 体調変化に注意して、異変があった場合には家主に申し出る

□ ゴミは持ち帰る

□
トイレ・共有スペース使用前後・食事前後など、定期的な手洗い・

消毒を行う

□ 可能であれば、家主、客で利用するトイレを分ける □ 使用前後に、手洗いや手指消毒を行う

□ 使用前後に手洗いや手指消毒を行う

□ 市内の温泉施設の営業時間・感染対策方法に従う □
入浴は、シャワーのみでも受入れ民家の浴室は使用せず、市内の温

泉施設を利用する

□ 浴室は、家族のみの使用とする □
温泉の営業時間が短縮されており、チェックイン後に連れていけな

い場合は、事前にお客様に入浴を済ませてもらっておく

□
公共の温泉施設が県外の方などに利用制限が短縮されている場合

は、事前に利用できる温泉などを利用してもらう

□
対人距離の確保ができるよう、できるだけ屋外か広いスペースで行

う
□

料理をする場合には、マスクを着用したうえでこまめに手指消毒を

行い、首から上を触らないようにする

□
体験後に入浴できない場合、農作業など汗をかいたり、汚れる作業

を避ける

□
料理をする場合には、マスクを着用したうえでこまめに手指消毒を

行い、首から上を触らないようにする

□

大皿料理は避け、個食器で食事を用意し、共有食器を使用しない。

どうしても共有する場合には、使用前後に手指消毒を行うことを徹

底する

□ 食事の前に必ず手指消毒を行う

□ 食事の前に必ず手指消毒を行う □ 対面を避け、それぞれが１ｍ以上の間隔をとって食事する

□ 食事をとる部屋の換気をする ※同居家族の場合は、それぞれが近くてもよい

□ 飲みものを回し飲みしない □ 後片付けの前には手指消毒を行う

□ 対面を避け、それぞれが１ｍ以上の間隔をとって食事する □ 食事が終わったらすみやかにマスクをつける

□ 食事が終わったらすみやかにマスクをつける

□
マスクをとるときには、対人距離確保に特に注意する（同じテーブ

ルで食事をとらなくてもよい）

□

まずは換気し、テーブル、椅子の背もたれ、ドアノブ、スイッチ、

電話、リモコン、タブレット、タッチパネル、蛇口、手すり、部屋

の鍵などの消毒を行う

□
使用した布団やリネンは、たたんで客室内に置いておく。晴れてい

れば、窓を開けて換気の状態で帰る

□

清掃消毒作業のときには、マスク、手袋、エプロンを着用する。水

回り作業時（トイレ掃除、食器洗浄など）はフェイスシールド等を

追加着用して、水しぶきが顔にあたらないようにする

□
宿泊後、14日以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合、

ちの旅案内所に申告する

□
客室の清掃は、ウイルスの不活性化が期待できる、チェックアウト

３日後に行うとよい

お客様に求めること
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密室にならないよう、最低30分に一度窓やドアを開け換気を行う□
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